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古代染色の化学的研究

第5報 古 代蘇芳染について

ニ
ー菊 ナ 漬*

ChemicalStudiesonAncientDyeing

V.OntheSappanwood(Cuesa/piniasappanL.)dyeing

KiyOslliARA1

(1975年9月30日 受 理)

1.緒 言

ス ォ ゥ(CaesalpiniasappanL.)は イ ン ド原産 の熱帯地方植 物1)で あ る.南 部 イ ン ド,フ

ィ リッピン,マ レー半 島および イン ドネシア群 島に分布す る.マ メ科 に属 し,種 子 の播種

か ら10～12年 で伐採 して,そ の心材 を赤 色天 然染料 として古代 よ り利用 した.心 材に含有

され るブラジ レィンC、6H140、 は,や す く酸化 されて,紅 色素 ブラジ リンC16H120、 に なる.

この紅 色素を熱湯 で抽 出 して染 色す るのが スオウ染め である.古 代 中国 では 印度 ・雲 南地

方 か ら伝わ り,日 本へ は飛鳥 朝期 に将来 され ている.印 度 よ り西漸 して ヨー ロッパへ も伝

わ り,大 航海時代 に入 って,1500年 ポ ル1・ガル人は 南米セこ上陸 して,イ ン ド名brazileと

して知 られ ているスオウの木Sappanwoodが 繁 ってい るのを見つけ,こ の地方を"ブ

ラジルの国,,(terradoBrasil)と 名 づけた.Brasilの 国 名の起 源 とい う.ポ ル1・ガル人の

見た植物は後に同属のBrasilwood(C乙 ～85・～Z!・inialchinataL.)と 命 名され た.Dihydro-

Pyrangroupの 骨 格を持つ ことを共通ｺ112)と して いる.近 縁植物 と して中央 アメ リカと西

イン ド諸島産 のLogwoo(1(11α8zアzα'α 鴛10/zα ♂ηzメ)echianu」nL.)が あ る.ス ペ イン人が欧

洲へ もた らし,16世 紀 以降 この植物 の心材を紅 色染料 として盛 んに輸入 した.こ の心材に

無色のhaematoxylinC16H140、 を 含み,酸 化 され て紅 色素llaematinC」6H、20、 を 生 じる.

こ の色素は スオ ウ色素 と同 じ様 な発色をす る.現 在は学 術川 として細 胞染 色に川 い られて

いる.

ひ るが え って,わ が 国では正倉院
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圖1色 素 構 造

古文書3)に 蘇芳染の記事が初見 され,

スオウ染めの織物 とスオウ・レーキ

による木製工芸品の遺物によって上

代技術の巧みを正倉院展によって見

られる.そ の染色材料の詳細は 「延

喜式4)・ 第14巻 縫殿寮雑染川度」の

条に 「深蘇芳」r中 蘇芳」および 「

浅蘇芳」の深浅三色相の綾染が記載

されている.こ れを安達5)の 「延喜

式縫殿寮雑染川度表」によって摘出

して表1に 示す.
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表1雑 染色用度表(安 達 より)
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3斗

2斗

2斗

6斗

2斗

1斗5升

5升

8升

5升

2升

120斤

60斤

60斤

20斤

90斤

40斤

20斤

60ノ 』

40ノ'

20斤

深 蘇芳 の綾0疋 を染め るのに蘇芳大1斤,酢8合,灰3斗 で薪(燃 料)は120斤.こ れ

は唐制 の量 目で大1斤=大10両=160匁=6009,大1両8小3両=ユ0匁=37.59に 換 算 さ

れ る.

深 紫の綾1疋 を染め るのに紫草30斤,酢2升,灰2石,薪360斤 を 必要 と したの と較 べ

ると,蘇 芳染は染材は%,酢 は1/4,灰 は3//20,薪 は1/3で あ る.紫 染は絹の灰汁漬期間が長

く灰汁の使川 量の多い ことは,精 練 とアル ミ塩 の吸着にあ った事実 に よる.酢 の使用 量の

少 ないことは,染 草 と同 じく染色が容 易であ ることを物語 ってい る.紫 染は灰に よって紫

色 を増 し,酢 に よって赤fを 帯び た.蘇 芳染 もalkaliに よ って青味 とな り,acidに よ っ

て赤味 となる.ブ ラジ リンとシコニンの構造 上の差違は ともか くと して,呈 色反応 は類似

している.灰 の使用 目的は両者 とも灰汁媒染でアル ミニウム塩の利用であ る.近 世 にな っ

て,中 国6)も わ が国 も鉄媒染に よって紫色に染め 「似紫」(に せむ らさき)を 賞 用 してい

る.ス オウの染色因子を確認 し,古 代染色を追試す る と共に,各 種の金属塩の媒染効果を

知 るため に本研究 を行 なった.

2.実 験

2.1材 料

2.1.1試 験 布 上代 よ り使 用 されて い るBombyx属 の 家i蚕絹 糸を用 い て織 った

淡 黄白色 の未1晒布を川 いた.な お木綿布は天竺木綿を絹 と併用 した・両種 とも使用前に煮

沸水 中に5分 間浸 し,洗 浄 のあ と風乾 した ものを用 いた・

2.1.2ス オ ウ:イ ン ド産のスオ ウ(昭 和49年11刀 輸 入品)を 用 いた・ この試料は

スオウ木の心材を厚 さ0.5㎜ にSliceし た 経3～5cmの ものであ る.こ れ を電動式小型粉

砕器 にかけ て粗粉(経3mm)と して使 った・水分=11・10%,灰 分=1・22%・ メ タノール

抽 出分=12.55%.

2.1.3椿 灰:学 園内の雑木林 中のヤマ ツ・ミキの葉を 昭和49年7刀15～16日 に採集

し,炎 天 ドに乾燥 した後,既 報7)のi{f式 に よって灰化 した・

2.1.4椿 灰 汁:第1報7)記 載 の如 く飽和 溶液を造 ってStockし た ・Ph=9・6

2.1.5酢:市 販 食酷を適宜蒸溜水で 稀 めPhを 調 節 して用 いた.酢 酸 として以下

に表現す る.
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これ らに,そ れぞれ異な った呈色剤を スプ レー し,

れ た.

表2呈 色反 応(Colourreaction)

2.2試 料 の分析:

2.2.1色 素 のメタ ノール抽

出:試 料 スオウ2.U(乾 燥,無

灰物 として1.759)を 取 り,50ml

の メ タ ノールを加 え,Sohxlet抽

出器で4時 間 ウオー タバス上で還

流 し,さ らに4時 間30mlの メ タ

ノールを更新 して抽 出を行 ない,

抽 出液 を合わせ て減圧 ドに濃縮 し

て燈赤色 の{,の 固 体 を得 た.収

il圭==0.22v

2.2.2メ タ ノー ル抽 出色素

のペーパー クロマ トグラフ ィー:

毛 細管の先端を メタ ノール抽 出物

に触れて微量を採 り,ガ ラス板f

の 水滴 と混和 し水溶液 とした.こ

れを試料 と して,東 洋1,紙No.51,

15×40cmの 原 点にSpotし た.展

開剤は、11一ブ タノ0ル ー氷酢酸一一

水(4:1:2)を 川 い,18～24

co,29時 間 であ る.展 開後風乾 し

て図2の ペ ーパ ーク ロロマ トグ ラ

ムを得た.図 の如 く2個 の色素斑

点が見 られ る.こ れを中間の2ケ

所に垂線に鋏を入 れ,破 線に示 し

た部分を切 り3枚 の短冊 と した.

常 温で表2.に 示 す呈色反応が認め ら

Reagent

1%KOH/C2H50H-H20
(1:1)

1%Alum-H20

1%'PbAc2‐HZO

Colour

deepred
red-violet

deeprecd
violet

pinkbl
ue

Rf

Kf=0.80/A
Rf=0.71J

Rf=U
Rf=O:1§}B

Rf
Rf=8:7969}c

これに よれぽABお よ

びCのRf=0.78～0.80

は 同一成分 で3種 の呈色

剤 によってRed系 の 発色

をす る.Rf=0.68～0.71

の 成 分はBlue‐Violetの

発 色を示 している.第1

報7)の 灰 汁 の 分 析 値 中

K20=19.85%,Al203=

0.84%で あ る.ス オ ウ染

色に灰汁を媒染剤 として川 いて得 られ るスオ ウの色 は紫赤 色であ ることが知 られてい る.

Perkin8)に よれぽBrazilwoodとLogwoodは 苛 性 アルカ リと酢酸鉛 に よる呈色反応 が

Brazilwoodは 表2のRf=0.78～0.81成 分 と同 じ くRed系,LogwoodはRf=0.68
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～0 .71成 分 と等 しくBlue-violet系 で ある.2種 のSpotの 色 相 と原班 点の面積 に よって

t成 分はRed系 のBrazilwoodと 同 じ成分 のBrazilinで あ ることは確実 である・研究

材料 と した イン ド産のスオ ウにはHaematinも 成 分 と して存在す ると推定 される・ この こ

とは,占 代 スオ ウ染めが灰汁を用 いて赤+青 の合成 色であ る紫味を帯び ることと関連す る

と思われ る.Kf=0.68～0.71の 成 分は本研究 と別に 目下追究 中である・

2.3.ス オ ウ古代染色実験:

2.3.1絹 布 の椿灰 汁練 り9):ス オ ウ色素の吸着を増すために絹布の灰汁練 りを行

なってセ リシ ンを除いた.こ のOperationは 中 国 占来 よ り知 られた方法10)で あ る.250ml

の ビーカーに100mlの 灰 汁(50m1灰 汁+50m1蒸 溜 水)PH=B.5を 入 れ沸 と うウオ ータ

バス中に保ち10×20cmの 絹 布 を灰汁中に浸 し,時 々か きまぜ1時 間後に取出 して水洗 し,

新 たな灰汁 原液 中に常温 で1夜 浸 け翌 日風乾 して染 色試験 布 とした・

2.3.2ス オ ウ染液の調製:2.1.2の ス オ ウ粗粉109を 清 浄な木綿 袋に入 れ,蒸

溜水PH=6.2,100mlを 入 れた300m1の ビー カー中に漬け,金 網上で液をゆ るやかに沸

とうさせ て20分 間 色素 を抽 出す る.抽 出液 を取 り去 り,さ らに100ml蒸 溜 水を加えて,同

じ条件で第2回 の抽 出を行 ない,抽 出液は合わせ て染液 とした.染 液収量=170ml・

2.3.3染 色A絹 の染色:2・3・1の 椿灰汁練 りを施 した絹布10×20cmを 半 裁

し10×10cm2枚 とす る.2・3・2の 染液85m1を200mlの ビーカーに入れ,沸 とうウオ

ー ターバス中に加熱 し(液 温.90±5.C)試 験 布 を投入 し,時hか きまぜ均一 に染 まる様 に

配慮 して30分 間染 色す る.染 布 を絞 って拡げ,片 方 は椿灰汁 中に再 び10分 間浸す.他 方 の

染 布は1%酢 酸 液 に30秒 漬 ける.両 者 とも水 ですす いで絞 り風乾す る・灰汁処理 と酢酸処

理 の布をそれぞれ0端 か ら5×5cmを 切 断 しstockす る・翌 日,残 余 の布 を灰汁 中に1時

間浸 してか ら絞 り再 び前回同様 に染 色を重ね る.椿 灰汁処理 と酢酸処理 をそれ ぞれ施 こし・

水 で洗 い風乾後,2回 目の染布 試料 を残す.3同 目の染 色は染液 を更新 して,こ の操作 を

4回 行 って5×5cmの2種 の染 色布8枚 を得 た・

B.木 綿 の染 色:2・1・1の 綿布10×20cmを 用 意 して半切 し,両 者 とも2・1・4の

灰汁中に1時 間浸漬 し風乾 した ものを絹 の染色 と同様の条件を以て行ない,灰 汁処理 染布

と酢酸処理染布をそれぞれ4枚 つつ を得 た.

2.4.反 射 率曲線 と測色値:

2.4,1絹 布 の反射率曲線 と測色値:2・3・3の 染布 は同 じSeriesを 島津製光電

色彩計 によ り1枚 のChartpaper上 に可視部 の反射 率曲線を軌跡 させDigitalReadout

systemよ り送 られ るDigital電 気 信号 に よ り,分 光 データをIBMカ ー ドに 自動穿孔 さ

せ,コ ンピュー ターによ り結果 をま とめた・

a.灰 汁 媒染布:図3・ にその反射率 曲線 を示す.表3は その測色値 であ る・

表3ス オウ染絹布(椿 灰汁媒染)の 測色値

染色回数

1

2

3

4

x Y Z

17.G313.45

13.2810.08

12.589.24

11.978.21

5.42

4.16

4.60

4.46

X y

0.4820.368

0.4820.366

0.4760.347

0.4520.331

λ4

594.5

595.1

599.3

604.7

Pe(%)

59.2

59.E

53.8

44.0
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スオウ絹布の灰汁媒染はアルカ リ側で染着 し,色 濃 く4回 の染色で充分の効果が反射率

曲線の反射率低 く重なる状態によって察知される.測 色値表の計算は標準の光C光 源 ドに

もとず く.λ♂は主波長を表わし,池の場合は補色主波長である.Pe(%)は 色採の刺激純度

を示す.表3に より染色回数の増す と共にY値 が低く濃色を加える.主波長は赤色を深める.

Peの 暫減はアカネ染11)めと同様の傾向にある.Ae以 外の含有金属根の影響の他に,こ の

場合ではBrazilin以 外の色素Rfニ0.68～0.71の 因子が表われると見なされる.

反

射

率

'
0
0
.

380480580680700

波 長(nm)

図3ス オ ウ染 絹 布(椿 灰 汁 媒 染)の 反 射 率 曲線
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b.酢 酸処理染布 図4に その反射率曲線をかがけた.

4!
㌧

明

ノ

θ

380 480

波

580

長(nm)

Gnuquo

図4ス オ ウ染絹布(酢 酸処理)の反射率曲線

aの 図3と 較べ ると染色回数 と色相濃度 は同 じ傾 向にあるが,表4の 測色値に よって,

Y値 が 大 ぎ く 》587.3～592.2で 赤 色は淡 い.Peは 高 い価である.酢 酸に よって漂色 さ

れ,古 代では 明 らかに酢酸は紫染 の場合 と違 って,色 の調節 よ りもスオ ウの抽出に用い ら

れ たこ とが証 明され た,
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表4ス オ ウ絹 布(酢 酸 処理 ♪ の11{ll色値

染色回数

1

2

3

4

XY

21.7717.9

1.981?.61

16.91

14.67

13.10

11.04

7

5.49

3.78

3.69

3.32

X y

0.81

0.4」3

0.501

0.505

0.397

0.388

O.380

0.380

a,clPe(%)

57.3

590.0

592.3

592.2

G6.7

68.5

67.6

6r.G

2.4,2木 綿 布 の反射率 曲線2・3・3に よ一,て得 られ た灰 汁媒染布 の反射率 曲

線 を図5に,酢 酸後処理染 布の反射率lll1線のChartを 図6に 示す.

.4

射

'
コ

Joo

90

bn

/n

60

乞50
＼ 〆'

.1〔}

30

20

⊥0

380 480

波

580

長(nm)

Ego700

図5ス オ ウ染綿布(椿 灰汁媒染)の 反射率曲線
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両者 とも絹染布 と較べて,反 射率は高 く,色 相は浅い.色 素の吸着の弱いことは絹蛋白繊

維のす く・れた点を明白にしている.木 綿の使川は室町期以降であ り,ス オウの船載が盛ん

になってから鉄媒染によって"似 紫,,の木綿染めが出現する.酢 処理の影響が両曲線 と色

相から絹ほど漂色しないことが指摘される.

反

射

率

!0U

90

80

70

60

50

1/1・

40

`)O

」

20

10

L
80
0
3 480

波

580

長(nm)

†

680700

図6ス オ ウ染綿布(酢 酸処理)の 反射率曲線

2.5金 属塩 の媒染 効果:

2.5.1.媒 染金属塩溶液:ス オウ染色は無媒染では黄褐色が得 られるのみであ り,

占来より植物の灰汁が用いられたわけである.表5に 示す各種金属塩水溶液100mlづ っ

を川意 した,
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ノ之5石 泓属久某染 斉lj(Nletallic1110rdalltsfordyeingtest)

Constituent Formulaofsalt Ioniccolour Clramsper
100m1(%)

Al(111)

('ucIli

S11ゼ へh

Pb(W/

Sb( 、v)

Bi㍍V)

Mo(、D

Cr(M、

Fe('、11D

Ni(MID

Co(MID

K2SO4.AI2(SO4)3.24H20

CuSOド5H20

SnCl4・3H20

Pb(NO3).,..

SbCI3

Bi(NO3)3・5H20

(NH4)6Mo7ぐ)24・4H2()

LI'Llg

FeCl3

り
"
(N

CoCl2

bluc

9ree11

yellO、V

r.;1'1'C'11

blue

1,0

1(1

1,(,)

1.O

1,0

1.0

1.O

0.5

ユ.o

1.O

1_,U

2.5.2試 験 布:水 洗 した絹布お よび綿 布15×20cmを 川 意 した.絹 布は中性洗 剤5

」を水5009に とか した1Lビ ー カー中に入れ,1時 間 ゆ るやかに沸 と うさせ て精練 した

後,水 洗 し風 乾 した ものを川いた.綿 布は2・1・1の 沸 とう水 中で清 浄に した ものであ

る.

2.5.3染 色 と媒染:2・5・2の 絹布 と綿 布の15×20cmの ものを2・3・2の 染

液100m1を 人 れた500mlの ビ ーカー中に浸 して,沸 とうウオ ー タバス_1:で1時 間染 色 し

絞 って水洗後風 乾す る.風 乾 した染 布を5×5cmに そ れぞれ 切断 し12枚 つ つ とす る.切 断

した絹布 と綿布 を再び新 たな染液 中で沸 とうバス.Lで30分1川 染色 し,絞 って水洗 し,絹 布

と綿布 の1組 を残 して,直 ちに200m1の ビーカー中に各種 の媒染液300mlを 入 れ た11個

の媒染浴 中に絹 と綿布 を1紅 つつ浸 し,拡 げ て,か くはん しつつ15分 間媒染す る.軽 く水

洗 して絞 り風乾 した.

2.5.4金 属媒染絹布の反射率曲線と測色値

(i)ア ル ミニウムおよび銅媒染:図7にAlお よびCu媒 染の反射率曲線を,表6に その

測色値を示 した,
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表6A1お よびCu媒 染絹 布 の測 色 σ{

入1

電

11

68(,70Cl

I線

試 料X Y L

Al媒 染

Cu媒 染

16.3710.22

10.138.88

5.28

9.66

X y λ4Pe(%)

0.5130.3?1

}0
.3530.310

618.956.4

493C(λc)12.5
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アル ミニウム媒染布は主波長618.9㎜,Pe56.4%の 光 沢あ る美 くしい赤色を呈 し,灰 汁

媒染 に較べ る と紫味が少ない.媒 染液がPII=3.5と い う酸性媒染剤であ る点 も注 目され

る.銅 媒染は主波長493㎜ でr午色の補色 となる.Y値 は 少 さ く濃 色を示すがPeも ま た小

さい.

(ii)錫,鉛,ア ンチモ ンお よび蒼鉛媒染:図8に4種 の金属媒染布の反射 率曲線 を示す.
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図8ス オ ウ染 絹 布(Sn.Pb.Sb.Bi媒 染)の 反 射 率 曲線

この反射率曲線の週期律表第4族 のSnとPb,第5族 のSbとBiを 比べると,い つれ

も原子量の重いものが反射率が下方に有る.そ の値色値表7に 如実に顕われている.
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表7Sn,Pb,Sbお よびBi媒 染絹布の測色値

試 料X

Sn(W)

Pb(N)

Yl

Sb(v)

Bi(v)

10.30

X1.11

6.75

J..)1

1,25!0.96

8.22 5.58

3.45

2.99

4.64

3.52

xy λ4 Pe(%)

0.502

0.394

0.494

0.474

0.329

0.318

0.355

0.322

609.0

610.0

590.0

615.2

X8.4

つ
】
つ
】
り
乙

32.9

44.1

Snよ りPbが 赤 色濃 く,Sbよ りBiが さ らに濃 い.SnはPeが 大 き く,そ の赤色は艶

があ って美 しい.参 考 に染 めた木綿 では この4種 の媒染 の中で最 も良 く赤 に染 まる.絹 へ

の親和力 も大 きい.

100

反
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占
T
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)

90
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t}0
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惣
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図gス ォ ゥ染 絹 布Cr.Mo.Fe.Ni,Co媒 染 の 反 射 率 曲 線

Pbは 褐 色を帯び

PeもSnの 仲 ぽに達

しない.Y値 も大

きく主波長590nm

のSbは 緋 色 であ

る.

(iii)ク ロ ム,モ

リブデ ン,ニ ッケ

ル,コ バル トお よ

び鉄媒染:第6族

の クロムお よびモ

リブデ ンと第8族

の ニッケル,コ バ

ル トお よび鉄媒 染

布 の反射率 曲線 を

図9に 示す.

CoとNiの 反 射

率 曲線 はク ロス し

て最上 に位置す る,

Moは 中 間に,Cr

は そ の下にあ って

反射率は低い.Fe

は 最 下段に在 って

380nmか ら600nm

付 近 までほ とん ど

水 ・F線に平行な直

線 を画 く.
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これ らの媒染金属塩はMoを 除 いて,す べてイ∫色塩12)で あ り,そ の溶液の黄(570～

590111n)の 第2鉄 塩,緑(500～570nm)の クロムとニ ッケル塩,llf(450～5001m1)の コ

バル トの順 とは反 対に,媒 染 布は 反射率 低きCurveと な っている.

つ ぎにその測色仙 を表8に かかげ る.

表8Cr.Mo.Ni.Co.・}5よ びFe媒 染 絹 布 の 測 色値

コ
試 料XYZ

L'r(`1)

Mo(～D

F(・(MiD

NiいllD

Co(＼ 川)

9.08

9.06

4.05

13.07

14.37

r.J;3

G.3?

3.98

9.88

--.61

r
.22

3.'_.,

4.97

4.06

5.66

-y

0.337

0.47

U.31?

O.483

0.454

0.300

0.336

0.3UG

0.36

0.366

民、1 Pヒ(%)

497C()㌧c)ユ1.1

604.5 51.2

556C(λc)4.61

596.5

592.4

56.1

JU.1

NiとCoは 共 に鮮やか な緋 色でPe値 も 高 く伯イIIIして いる.CrとMoは 同 じ族であ っ

て も格段の色調差Peと の差が 生 じている.Moは¥.f.し い 赤色でrl:lfさ れ る.Crは む しろ

Feに 似 た紫 系の色相である.Crに は 赤色を帯 び,Feは 黒 味が 含まれ共にPe値 は 低 い・

2.6和 紙 の染色:

2.6。1染 色の条件:2・3・2に よった染液を直径12cmの ぺ1・ リmL4枚 に201nlづ

つ 分注 し,25・Cに おいて,5×5cmの コウ ゾおよび ミツマ タの和紙片4枚 つつ を川意 し,

コ ウゾとミツマ タを1組 とし,4_IIII_のぺ1・ リ1111.の中へ入れ る.本 誌第3報13)と 同 じ操作 で

あ る.ピ ンセ ッ トで写真現像 印画紙 を取扱 う様に して気 泡の付 着を防 ぎ,ベ トリIlff.を動 か

し,紙 を時 々裏返 し,重 な りを反対に してム ラ染めを防 ぐ.浸 し染め1時 間の後に3組 を

それぞれ2・1・4の 灰汁媒 染液,2・5・1の 明ばんお よび鉄 の媒 染液に1組,2枚 つ

つ浸 して5分 間媒 染する.再 び各 々の元のペ ト川iLの 染液 中に移 して,30分 染 めを 重ねた.

無 媒染の ものは浸 し染めの時間を同 …・に した.そ れぞれ水洗槽を別に して軽 く水洗後,水

を切って風 乾 した.

2.6.2コ ウ ゾと ミツマタ染紙 の測色値:表9に 各種染紙の測色値をかかげ る.

表9各 種染紙の測色値

試 料 別

ミツマタ

無 媒 染

灰 汁 媒 染

明ばん媒染

鉄 媒 染

1 Y7,

30.0128.0116.31

14.5610.126.80

25.8118.3813.64

10.569.9611.35

コ ウ ゾ

無 媒 染

灰汁 媒 染

明ばん媒染

鉄 媒 染

30.55

14.14

25.66

9.73

28.53

10.37

18.11

9.21

16.26

6.75

12.99

10.28

-y'

n.XO3

0.462

0.446

0.331

0.36

0.321

0.311

0.312

0.405

0.462

0.52

0.333

0.378

0.325

0.319

0.3!5

λ`ZPe(%)

583.339.1.3

609.0・12.70

G12.03G.5G

496.9(λc)6.32

543.23.10

609.042.70

611.23G.GO

495.1C(λc)6.33
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ミ ツマ タとコウゾ和紙 の染色 は無媒染 か ら各種媒染剤に よる,す べてに亘 って繊維 の性

質 の差異はキハダ染め の場合 と違 って認 め られない.両 者を通 じて無媒染の ものはY値 が

高 く,λ4は583mn.権 色 であ る.灰 汁媒染 は 追しい赤色609nmでPe純 度 も大 きい.明

ば ん媒染 は色が一層鮮やかで ある.鉄 媒染はY値 が小 さ く,波 長は496.9Cと495.1Cで と

魂、に紫 色調で色調は深 いが純度は低い.

3.実 験結果と考察

3.1ス オ ウ抽出液中の色素:メ タノール抽出 シラ ップのペ ーパーク ロマ トグラ フ ィ

ー と呈色反応 によって,ス オウ色素 に2成 分が認 め られ た.Rf=0.78～0.80とRf=0.68

～0 .71の ものであ り,前tiは 主 成分 の ブラジ リンで後 者はヘマテ インと推定 した.

3.2ス オ ウの古代染色:ス オウ染めは椿灰汁媒染 によって容易 に古代色調が得 ら れ

る.酢 の使川 は重要 では ない.

3.3各 種 金属塩の媒染効果:各 種金属塩(・ セとして塩化物)に よる媒染効果 の うち

興味深 い結果が得 られ た.

3.3.1A1(III)とCu(1)に お いて,Alは618.9rlm,Pe56.4%の 美 しい赤色 を与

え,Cuは 主 波長493nmCで 青 色の補色 とな る.

3.3.2Sn(IV),Pb(IV),Sb(V)お よびBi(V):SnqV)の 色 調は深 赤色でAl

よ り濃 く純 度 も良 く,木 綿す ら美 しく染 まることが注i1さ れ る.増 量剤 としてSnCl、 が

川 い られ るのも繊維 自体 とのaffinityが 大 きい ことも ケか っている.こ の4種 は,m,IV

お よ びV族 の金属 であるが原チ量 の増大 につれ て色相が濃 くなる傾 向が判然 としている.

3.3.3.Cr(VI),Mo(VI),Fe(VIII),Ni(VIII)お よびCo(VIII):こ れ らは

金属塩水溶液 の色 相の淡 い ものが,反 対 に染布 に濃 い色相を ケえる興味深 い結果が得 られ

た.

3.4和 紙 の染色:ミ ツマ タと コウ ゾはその染色濃度 に差異は認め られず,灰 汁 と明

ばん媒染 はそれぞれ美 しい赤色染紙 となる.鉄 媒染は紫灰色 に濃 く染 まる.

終 りに臨み色彩測定に際 し,機 器使川の便宜をゲえられました住友化学工業株式会社大

阪製造所色彩研究室 村田幸男課長に厚 く感謝の意を表します.
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Summary

Sappanwood's(CaesalpiniczsappanL.)reddyeingisoneofthemostancientdyeing.

AtreeindigenoustoSouthlndiaandusedtobecultivatedinthetropicalAsia.That

heartwoodcomestoJapanthroughChinawitlldyeingtechniquesinsixthcentury.

DyeingfactorofsappanismainlyBrazilin,andsmallquantityllaematin.-were

confirmedonpaperchromatographyandcolourreactionfortwoconstituents.For

useinancientdye-works,Camelliaashjuicewasalsousedformordant(asdescribed

inPartIandPartIV).

DyeingtrialswithbothSappanwoodandmetalsaltsemployingmordantedsilkcloth

gavethevariousshades.Thefollowingdeductionsmaybemadefromthesetestsof

thecolouredclothes.

(1)

(2)

Inthe3th,4thand5thgroupoftheperiodictablescolourdevelopsastheatomic

weightincreases.Thesequenceofcolourdevelopmentisparallelwithyellow,

orange,redandviolet.

Inthe6th,7thand8thgroupmetals,weakcolourionelementshowsmuchcolour

deepdevelopment,i.e.ferricchloride(yellow)showsvioletcolour,againstnickel

chloride(green)givesscarletcolour.


